
Ｘバンドレーダ雨量計設備点検基準（案）

及び点検業務積算基準（案 （含標準歩掛表））



「個別点検」  ００１  レドーム（Ｘバンドレーダ局）  

点検周期 

No 
 

確認事項の概要 

 

作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

コーキング材の劣化状態を確認する。 ○    

雨漏りの有無を確認する。 ○    

塗装状態を確認する。 ○    

ボルトの緩みを確認する。 ○   

１ 外観構造確認 

除雪ロ－プの状態を確認する。 ○  

周囲環境を考慮した機能維持

 

２ 避雷針の接地抵抗確認 避雷針の接地抵抗を測定し確認する。 ○ 接地抵抗計 標準値との照合 

測定結果の変化傾向の把握 

 

注：測定方法及び使用測定器は一例である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－   － 



「個別点検」 ００２ 空中線装置（Ｘバンドレーダ局）（導波管加圧装置及び安全開閉器含む）〕 

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

安全スイッチの確認及びレドームシャッタ等との連携を確認す

る。 

○    １ スイッチ類の確認 

遠隔操作スイッチによる確認をする。 ○   

装置の正常動作の維持 
標準値との照合 
測定結果の変化傾向の把握 総合動作確認とする。 

ブラシ、スリップリングの確認及び清掃をする。 ○  必要に応じブラシ交換 

電磁ブレ－キの確認をする。 ○  

 
 

２ 駆動モ－タ確認及び清

掃 

モ－タ温度を測定し、正常であることを確認する。 

（減速機含む） 

○  

ノギス、温度計また

はサ－モラベル 

 

レゾルバ－を確認する。 ○   

 

 ３ 角度検出機構確認 

ギヤ－部の確認及び給脂を行う。 ○    

主ギヤー部、減速ギヤー部の確認及び給脂、給油をする。 ○   
 

 ４ 

 

伝達機構確認及び給

脂、給油 旋回軸受、歯車等の確認及び給脂をする。 ○    

５ 潤滑油等の確認 各機構部の潤滑油交換をする。 ○  
 

必要に応じ潤滑油交換 

６ ロータリージョイント

部の確認 

導波管、ロータリージョイント部の異音、その他異常がないか

確認する。 

○    

リング面の確認及び清掃をする。 ○   

 

 ７ 

 

スリップリング及びブ

ラシの確認清掃 ブラシの状態を確認する。 ○   必要に応じブラシ交換 

８ 架台の水平レベルの確

認 

反射板を360°回転させた時の水準器の目盛りを読取り確認す

る。 

○     

９ リミットスイッチの動

作確認 

空中線のＥＬ系を操作し、スイッチの動作する角度を確認する。 ○    

10 動作状況の確認 空中線駆動時の発生音、におい等に異常がないか確認する。 ○   

 
 

11 

 

導波管の取付け及び気

密の確認 

導波管取付け状態の確認をする。 ○   

導波管加圧装置の動作を確認する。 ○  ストップウォッチ 

 

 

圧力指示を確認する。 ○    

ＭＡＩＮ表示灯の確認をする。 ○   
 

 

乾燥タンク内の乾燥剤を確認する。 ○   必要に応じ乾燥剤交換 

動作回数計指示値を確認する。 ○   
 

 

保護機構の確認をする。 ○   

エア－フィルタの清掃をする。 ○   
 

 

12 導波管の取付け及び気

密の確認 

接続部の確認 

接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態の確認をする。 ○    

13 機器本体の清掃等 錆、塗装等の状態を確認する。 ○   周囲環境を考慮した機能維持  

  機器本体の内外面を清掃する。 ○     

  機器据付状態の確認をする。 ○     

注：測定方法及び使用測定器は一例である 

－   － 



 

 

「個別点検」  ００３ 空中線制御装置（Ｘバンドレーダ局）  

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

１ 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行い、標準値内である

ことを確認する。 

 標準値 取扱説明書による 

○  電圧計、デジタルマ

ルチメータ 

装置の正常動作の維持  

２ 空中線回転速度の確認 空中線が１０回転するために必要な時間（T）を測定し、１回転

の所要時間(T/10)が標準値内であることを確認する。 

 標準値 ±５％以内 

○  ストップウォッチ  

３ ＡＺ角度精度の確認 監視制御器の操作にて任意の角度に停止させ、指令角と空中線

装置の指示目盛との差を確認する。 

 誤差  ±１°以内 

○   

４ ＥＬ角度精度の確認 監視制御器の操作にて任意の角度に停止させ、指令角と空中線

装置の指示目盛との差を確認する。 

 誤差  ±１°以内 

○   

５ 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態を確認する。 ○  

標準値との照合 

測定結果の変化傾向の把握 

 

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○    

機器本体の内外面を清掃する。 ○    

６ 機器本体の清掃等 

機器据付状態の確認をする。 ○   

周囲環境を考慮した機能維持

 

注：測定方法及び使用測定器は一例である 

 

 

－   － 



 

 

「個別点検」  ００４ 送信装置（Ｘバンドレーダ局） １／２   

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

１ 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行い標準値内であるこ

とを確認する。 

 標準値 取扱説明書による 

表示パネルのメータリングを行い標準値内であることを確認す

る。      

○  電圧計、デジタルマ

チメータ 

 

２ 送信出力確認 電力計にて、平均電力を測定し、これにより算出を行い規格値

内であることを確認する。 

基準値 送信出力＋20％－50％ 

標準値 送信出力±10％ 

○  パワ－メ－タ  

 

ﾊﾟﾜｰﾒｰﾀ

送信装置 

送信電力 

ｻｰﾐｽﾀﾏｳﾝﾄ

 
３ 送信周波数確認 電力計と直列に周波数カウンタ－を接続して周波数測定を行い

規格値内であることを確認する。 

基準値 指定周波数 

標準値 ±0.2MHz 

○  周波数カウンタ 

アッテネータ 

 

 

周波数ｶｳﾝﾀ
INPUT 

送信装置 

送信電力 

ｱｯﾃﾈｰﾀを入れる

 
４ トリガ－パルス確認 基準トリガ－と送信トリガ－の間隔をシンクロスコ－プにて測

定を行い標準値内であることを確認する。 

標準値 ±２％ 

○  シンクロスコ－プ  

 
送信装置 

MAG CUR 
ｼﾝｸﾛｽｺｰﾌﾟ

Aﾄﾘｶﾞｰ 

CH2

CH1

 
○  シンクロスコ－プ 

アッテネータ 

検波器 

装置の正常動作の維持 
標準値との照合 
測定結果の変化傾向の把握 

 ５ 送信パルス幅確認 送信パルス幅をシンクロスコ－プにて測定を行い標準値内であ

ることを確認する。 

標準値 +20％,-0%以内 
 

送信装置 

MAG CUR 
ｼﾝｸﾛｽｺｰﾌﾟ

Aﾄﾘｶﾞｰ 

CH2

CH1

検波器
 

注：測定方法及び使用測定器は一例である 

 

 

 

 

 

 

 

－   － 



「個別点検」  ００４ 送信装置（Ｘバンドレーダ局） ２／２   

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

６ 動作表示及び警報用 

センサ状況確認 

各警報用センサ及び表示灯等の動作確認する。 ○   装置正常動作の維持 

標準値との照合 

測定結果の変化傾向の把握 
 

 

７ 自蔵計器による確認 各部の電圧／電流を自蔵計器により確認する。 ○  自蔵計器   

８ ＶＳＷＲの確認 ＶＳＷＲの測定を行い規格値内であることを確認する。 

標準値 1.4dB以下 

○  パワ－メ－タ  

受信装置  
 ﾊﾟﾜｰﾒｰﾀ

送信電力

受信電力

 
○   ９ クライストロン又は多

段半導体等の確認 

クライストロン又は多段半導体等をメータリングデータ、使用

時間等の動作状況を確認し、必要に応じて交換する。    

必要に応じ交換。 

10 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態を確認する。 ○  

 

 

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○    

機器本体の内外面を清掃する。 ○    

11 機器本体の清掃等 

機器据付状態の確認をする。 ○   

周囲環境を考慮した機能維持

 

注：測定方法及び使用測定器は一例である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－   － 



「個別点検」  ００５ 受信／信号処理装置（Ｘバンドレーダ局） １／２   

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

１ 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行い標準値内であるこ

とを確認する。 

 標準値 取扱説明書による 

表示パネルのメータリングを行い標準値内であることを確認す

る。      

○  電圧計、デジタルマ

チメータ 

 

○  標準信号発生器、パ

ルスジェネレ－タ、

シンクロスコ－プ 

 ２ 受信機感度確認 ＳＧ置換により受信機感度の測定を行い標準値内であることを

確認する。 

標準値 –110dBm以下 
 

送信装置 

ｼﾝｸﾛｽｺｰﾌﾟ

AG入力 
Aﾄﾘｶﾞｰ 

VIDEO 

EXT
CH1

標準信号発生器
OUTPUT 
SYNC IN 
SYNC OUT 

 
試験操作により受信機の特性試験を行い標準値内であることを

確認する。 

○   

○  

標準信号発生器、オ

シロスコ－プ、電圧

計、デジタルマルチ

メータ 

装置の正常動作の維持 
標準値との照合 

測定結果の変化傾向の把握 

 

 

３ 受信機特性確認 

ＳＧ置換により受信機特性の測定を行い標準値内であることを

確認する。 

 標準値 入力レベル-20dBにおいて、直線範囲が80dB以上の

範囲にわたり対数特性精度±1.0dB以下 
 

受信装置 

ｼﾝｸﾛｽｺｰﾌﾟ

AG入力 
Aﾄﾘｶﾞｰ 

VIDEO 

EXT
CH1

標準信号発生器
OUTPUT 
SYNC IN 
SYNC OUT 

 

４ トリガ－系の確認 基本トリガ－より受信ビデオのディレイ時間を測定し、標準値

内であることを確認する。 

○  オシロスコ－プ  

○  パルスジェネレ－タ

 

 ５ Ａ／Ｄ入出力特性確認 内部電源またはパルスジェネレ－タよりＤＣ信号入力し、Ａ/Ｄ

コンバ－タ出力にて入出力特性の直線性を測定し、標準値内で

あることを確認する。 

信号処理装置 
 
ﾋﾞﾃﾞｵ入力端子 

ﾊﾟﾙｽｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 
出力 

 

注：測定方法及び使用測定器は一例である 

 

 

 

 

 

 

 

－   － 



「個別点検」  ００５ 受信／信号処理装置（Ｘバンドレーダ局） ２／２   

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

○ オシロスコ－プ、パ

ルスジェネレ－タ 

 ６ ＭＴＩ処理機能の確認 パルス変調した波形を入力し、ＭＴＩ処理機能を測定し、標準

値内であることを確認する。 

 標準値 20dB以上 

信号処理装置 
処理ﾋﾞﾃﾞｵ出力 

 
ﾋﾞﾃﾞｵ入力端子 

ﾊﾟﾙｽｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 
出力 

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ 
CH1 

 
７ 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態を確認する。 ○  

装置の正常動作の維持 
標準値との照合 

測定結果の変化傾向の把握 

 

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする ○    

機器本体の内外面を清掃する。 ○    

８ 機器本体の清掃等 

機器据付状態の確認をする。 ○   

周囲環境を考慮した機能維持

 

 注：測定方法及び使用測定器は一例である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－   － 



「個別点検」 ００６ 処理装置（受信／信号処理装置※、データ変換装置、データ蓄積装置）（Ｘバンドレーダ局）  

点検周期 

No 点検項目 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点 検 の 目 的 等 備    考 

１ 操作部スイッチ機能の

確認 

各スイッチ類による機能の確認をする。 ○   装置正常動作の維持  

２ 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行い標準値内であるこ

とを確認する。 

 

 標準値 AC入力電圧±3％ 

     DC出力電圧±10％ 

○  電圧計、デジタルマ

ルチメータ 
標準値との照合 

測定結果の変化傾向の把握 

 

３ 電池の交換 バックアップ電池の交換周期を確認し、対象となるものは交換

する。 

○  必要となる装置のみ。 

４ 自動再起動の動作確認 停電復旧後、自動的にシステムが再起動することを確認する。 ○   

キーボードの動作確認及び表示の確認をする。 ○   ５ 入出力コンソール部の

動作確認 
ディスプレイ部の輝度、画面位置サイズなどの確認する。 ○   

必要となる装置のみ。 

６ テストプログラムによ

る動作確認 

テストプログラムにより動作が正常であることを確認する。 ○   

７ 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態の確認をする。 ○  

装置正常動作の維持 

標準値との照合 

測定結果の変化傾向の把握 
 

 

 

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○    

機器本体の内外面を清掃する。 ○    

８ 機器本体の清掃等 

機器据付状態の確認をする。 ○   

周囲環境を考慮した機能維持

 

※前項００５受信／信号処理装置の点検に含まれていない部分の点検をいう 

注：測定方法及び使用測定器は一例である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－   － 



「個別点検」 ００７ データ変換装置時計装置（Ｘバンドレーダ局） 

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

１ 電圧等の確認 自蔵計器またはチェック端子等により各電圧を確認する。 ○ 電圧計、デジタルマ

ルチメータ 

 

２ 電池の交換 バックアップ電池の交換周期を確認し、対象となるものは交換

する。 

○   

親時計と子時計の時刻が、標準時計と合っていることを確認す

る。 

○   ３ 時刻の確認 

ＦＭ放送受信状況が、正常であることを確認する。 ○   

４ 接続部の確認 ケーブル、コネクタ、端子等を点検し、緩み等のないことを確

認する。 

○  

装置の正常動作の確認、維持 

標準値との照合 

測定結果の変化傾向の把握 

 

機器本体外面の清掃をする。 ○   

ファン、フィルタの清掃をする。 ○   

５ 機器本体の清掃等 

機器据付状態、緩みなどのないことを確認する。 ○  

周囲環境を考慮した機能維持 

 

注：測定方法及び使用測定器は一例である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－   － 



「個別点検」 ００８ 遠隔操作表示装置（本体）（Ｘバンドレーダ局） 

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

１ アラ－ム出力モニタ動

作試験 

表示基板の中にセットされている発光ダイオ－ドがアラ－ム項

目別に点灯することを確認する。 

○    

２ 遠隔制御動作試験 制御局からのリモ－ト操作にて正常に動作することを確認す

る。 

○    

３ 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態を確認する。 ○  

装置正常動作の維持 

 

機器本体の内外面を清掃する。 ○    ４ 機器本体の清掃等 

機器据付状態の確認をする。 ○   
周囲環境を考慮した機能維持

 

 

－   － 



「個別点検」  １０１ 観測装置（雨滴粒径分布測定器）（Ｘバンドレーダ局） 

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

１ センサ設置状況の確認 しっかりと固定されていることを確認する。 ○    

２ センサ出力電圧の確認 センサ出力電圧を測定し、規格値内の誤差範囲内にあることを

確認する。 

○  電圧計及び表示器  

３ センサ信号ケーブルの

確認 

信号ケーブルに損傷が無く、感震器への接続に隙間がないこと

を確認する。 

○    

４ 屋外ユニットの確認 処理器に損傷や変形が無く、表示部が正常に動作していること

を確認する。 

○    

５ 屋外ユニットのケーブ

ル確認 

各ケーブルに損傷が無く、確実に接続されていることを確認す

る。 

○    

キーボードの動作確認及び表示を確認する。 ○  必要とする装置のみ。 ６ 屋内処理器の確認 

ディスプレイ部の輝度、画面位置サイズなどの確認をする。 ○   

７ 屋内処理器動作確認 処理装置のテストプログラムによる動作を確認する。 ○   

８ 屋内処理器接続部の確

認 

接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態を確認する。 ○   

機器内外面の清掃をする。 ○   

エアーフィルタを取り外し目づまりの点検及び清掃をする。 ○   

筐体ファンの確認及び清掃をする。 

冷却ファンの動作確認、清掃及び注油をする。 

○   

９ 機器本体の清掃等 

機器据付け状態を確認する。 ○  

周囲環境を考慮した機能維持 

装置の正常動作の確認、維持 

標準値との照合 

測定結果の変化傾向の把握 

 

 

－   － 



「個別点検」  １０２ 観測装置（雨粒測定装置）（Ｘバンドレーダ局）  

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

１ センサ設置状況の確認 しっかりと固定されていることを確認する。 ○    

２ センサ出力電圧の確認 センサ出力電圧を測定し、規格値内の誤差範囲内にあることを

確認する。 

○  電圧計及び表示器  

３ センサ信号ケーブルの

確認 

信号ケーブルに損傷が無く、感震器への接続に隙間がないこと

を確認する。 

○    

４ 処理器（本体）の確認 処理器に損傷や変形が無く、表示部が正常に動作していること

を確認する。 

○    

５ 処理器のケーブル確認 各ケーブルに損傷が無く、確実に接続されていることを確認す

る。 

○    

キーボードの動作確認及び表示を確認する。 ○  必要とする装置のみ。 ６ 処理器の確認 

ディスプレイ部の輝度、画面位置サイズなどの確認をする。 ○   

７ 動作確認 処理装置のテストプログラムによる動作を確認する。 ○   

８ 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態を確認する。 ○   

機器内外面の清掃をする。 ○   

エアーフィルタを取り外し目づまりの点検及び清掃をする。 ○   

筐体ファンの確認及び清掃をする。 

冷却ファンの動作確認、清掃及び注油をする。 

○   

９ 機器本体の清掃等 

機器据付け状態を確認する。 ○  

周囲環境を考慮した機能維持 

装置の正常動作の確認、維持 

標準値との照合 

測定結果の変化傾向の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－   － 



－   － 

「個別点検」 １０３ 観測装置（気象観測装置）（Ｘバンドレーダ局） 

点検周期 

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 毎 

日 

１
ケ
月 

２
ケ
月 

３
ケ
月 

６
ケ
月 

12
ケ
月 

使用測定器等 点検目的の概要 備    考 

１ 電源電圧の確認 電源部入出力電圧を確認する。 ○ テスタ  

 

２ 気温計の動作確認 気温計の動作確認をする。 

・計測温度を基準温度計と比較し確認する。 

○ 基準温度計  

３ 風向計の動作確認 風向計の動作確認をする。 

・計測風向を基準風向計と比較し確認する。 

○ 基準風向計 

装置の正常動作の確認 

標準値（規定値）との照合 

測定結果の変化傾向の把握。 

 

 

４ 風速計の動作確認 風速計の動作確認をする。 

・風速を基準風速計と比較し確認する。 

○ 基準風速計   

５ 湿度計の動作確認 湿度計の動作確認をする。 

・湿度を基準湿度計と比較し確認する。 

○ 基準湿度計   

６ 気圧計の動作確認 気圧計の動作確認をする。 

・気圧を基準気圧計と比較し確認する。 

○ 基準気圧計  

７ ロガーの動作確認 ロガーの動作を確認する。 

・表示部の表示値を確認する。 

・記録データを確認・収集する。 

○   

８ 接続部の確認 端子の接続状況を確認し、緩んでいる部分は締めなおす。 ○  

 

 

９ 機器本体の清掃等 

 

機器等の内外面を清掃する。 ○  周囲環境を考慮した機能維持  

 



「個別点検」　００１  レドーム（Ｘバンドレーダ局）
既存歩掛　２７レーダ雨（雪）量計システム　２７－１レドームに準拠

「個別点検」　００２　空中線装置（導波管加圧装置及び安全開閉器含む）　（Ｘバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

単位 技術者 技術員

○ 100基 1.250 1.250
○ 100基 1.250 1.250
○ 100基 1.250 1.250 ブラシ等の確認清掃
○ 100基 1.250 1.250 電磁ブレーキ確認
○ 100基 1.250 1.250 モータ温度確認
○ 100基 1.250 1.250 レゾルバー確認
○ 100基 2.500 2.500 ギヤー確認、給脂
○ 100基 5.000 5.000 ギヤー確認、給脂・給油
○ 100基 2.500 2.500 旋回軸受等確認、給脂

5 潤滑油等の確認 ○ 100基 2.500 2.500
6 ロ－タリ－ジョイント部の確認 ○ 100基 1.250 1.250

○ 100基 2.500 2.500 リング面の確認
○ 100基 2.500 2.500 ブラシ状態の確認

8 架台の水平レベルの確認 ○ 100基 2.500 2.500
9 リミットスイッチの動作確認 ○ 100基 1.250 1.250
10 動作状況の確認 ○ 100基 1.250 1.250

○ 100台 1.250 1.250 取付状態確認
○ 100台 1.250 1.250 加圧装置の動作確認
○ 100台 1.250 1.250 圧力指示値の確認
○ 100台 1.250 1.250 ＭＡＩＮ表示灯の確認
○ 100台 1.250 1.250 乾燥タンク内の確認
○ 100台 1.250 1.250 動作回数計指示値の確認

○ 100台 1.250 1.250 保護機構の確認
○ 100台 1.250 1.250 エアフィルターの清掃

12 接続部の確認 ○ 100台 1.250 1.250
○ 100台 2.500 2.500 錆・塗装確認
○ 100台 機器の清掃

No. 確認事項の概要

歩掛（人）

備　考

点　検　周　期

2 駆動モ－タ確認及び清掃

3 角度検出機構確認

1 スイッチ類の確認

11 導波管の取付け及び気密の確認

13 機器本体の清掃等

4 伝達機構確認及び給脂、給油

7 スリップリング及びブラシの確認
清掃

○ 100台 機器の清掃
○ 100台 機器据付確認

「個別点検」　　　００３　空中線制御装置（Ｘバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

単位 技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100台 2.500 2.500
2 空中線回転速度の確認 ○ 100台 1.250 1.250
3 ＡＺ角度精度の確認 ○ 100台 5.410 5.410
4 ＥＬ角度精度の確認 ○ 100台 1.250 1.250
5 接続部の確認 ○ 100台 1.250 1.250

○ 100台 1.250 1.250
ファンモジュール確認・清
掃

○ 100台 2.500 2.500 機器の清掃
○ 100台 機器据付確認

歩掛（人）

備　考

6 機器本体の清掃等

点　検　周　期

No. 確認事項の概要



「個別点検」　　　００４　送信装置（Ｘバンドレーダ局）　

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

単位 技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100台 1.250 1.250
2 送信出力確認 ○ 100台 3.890 3.890
3 送信周波数確認 ○ 100台 3.890 3.890
4 トリガ－パルス確認 ○ 100台 3.890 3.890
5 送信パルス幅確認 ○ 100台 3.890 3.890
6 動作表示及び警報用センサ状況確
認

○ 100台 2.500 2.500

7 自蔵計器による確認 ○ 100台 2.500 2.500
8 ＶＳＷＲの確認 ○ 100台 7.640 7.640
9 クライストロン又は多段半導体等
の確認

○ 100台 50.000 50.000

10 接続部の確認 ○ 100台 2.500 2.500

○ 100台 5.000 5.000
ファンモジュール確認・清
掃

○ 100台 機器の清掃
○ 100台 機器据付確認

「個別点検」　　　００５　受信／信号処理装置（Ｘバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

単位 技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100台 1.250 1.250
2 受信機感度確認 ○ 100台 13.880 13.880

○ 100台 7.640 7.640 動作監視部の確認
○ 100台 13.890 13.890 受信特性の確認

4 トリガ－系の確認 ○ 100台 4.580 4.580
5 Ａ／Ｄ入出力特性確認 ○ 100台 39.600 39.600
6 ＭＴＩ処理機能の確認 ○ 100台 14.580 14.580
7 接続部の確認 ○ 100台 1.250 1.250

ファンモジュール確認・清

歩掛（人）

備　考

歩掛（人）

備　考

No. 確認事項の概要

点　検　周　期

11 機器本体の清掃等

点　検　周　期

No. 確認事項の概要

3 受信機特性確認

8 機器本体の清掃等
○ 100台 2.500 2.500

ファンモジュール確認・清
掃

○ 100台 機器の清掃
○ 100台 機器据付確認

「個別点検」 ００６　処理装置（Ｘバンドレーダ局） （受信／信号処理装置、データ変換装置、データ蓄積装置）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

単位 技術者 技術員

1 操作部スイッチ機能の確認 ○ 100台 2.500 2.500
2 電圧等の確認 ○ 100台 2.500 2.500
3 電池の交換 ○ 100台 2.500 2.500
4 自動再起動の動作確認 ○ 100台 5.000 5.000

○ 100台 2.500 2.500 キーボード動作確認
○ 100台 2.500 2.500 ディスプレイ画面確認

6 テストプログラムによる動作確認 ○ 100台 5.000 5.000
7 接続部の確認 ○ 100台 2.500 2.500

○ 100台 5.000 5.000
ファンモジュール確認・清
掃

○ 100台 機器の清掃
○ 100台 機器据付確認

注1：各処理装置毎に計上すること。
注2：入出力コンソール部を共有している場合は、各処理装置毎ではなく代表する処理装置に計上すること。

「個別点検」 ００７　データ変換装置内時計装置（Ｘバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

単位 技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100台 1.250 1.250
2 電池の交換 ○ 100台 1.250 1.250

○ 100台 1.250 1.250 時計時刻確認
○ 100台 1.250 1.250 ＦＭ受信確認

4 接続部の確認 ○ 100台 1.250 1.250
○ 100台 1.250 1.250 機器本体清掃
○ 100台 1.250 1.250 ファン、フィルタ清掃
○ 100台 1.250 1.250 機器据付確認

点　検　周　期 歩掛（人）

備　考

5 入出力コンソール部の動作確認
(注2)

8 機器本体の清掃等

備　考

3 時刻の確認

5

8 機器本体の清掃等

No. 確認事項の概要

機器本体の清掃等

点　検　周　期 歩掛（人）

No. 確認事項の概要



「個別点検」 ００８　遠隔操作表示装置（本体）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

単位 技術者 技術員

1 アラ－ム出力モニタ動作試験 ○ 100台 5.000 5.000
2 遠隔制御動作試験 ○ 100台 5.000 5.000
3 接続部の確認 ○ 100台 2.500 2.500

○ 100台 5.000 5.000 機器の清掃
○ 100台 機器据付確認

「個別点検」 ００８　遠隔操作表示装置（プリンタ装置レーザビーム方式）
既存歩掛　２４電子応用機器　プリンタ装置に準拠

「個別点検」 ００８　遠隔操作表示装置（ＵＰＳ）
既存歩掛　１３無停電電源装置に準拠

No. 確認事項の概要 備　考

4 機器本体の清掃等

点　検　周　期 歩掛（人）



「個別点検」　　１０１　観測装置（雨滴粒径分布測定器）（Ｘバンドレーダ局）　

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

単位 技術者 技術員

1 センサ設置状況の確認 ○ 100台 1.250 1.250
2 センサ出力電圧の確認 ○ 100台 2.500 2.500
3 センサ信号ケーブルの確認 ○ 100台 1.250 1.250
4 屋外ユニットの確認 ○ 100台 2.500 2.500
5 屋外ユニットのケーブルの確認 ○ 100台 1.250 1.250

○ 100台 1.250 1.250 キーボード動作表示確認
○ 100台 1.250 1.250 ディスプレイ確認

7 屋内処理器動作確認 ○ 100台 15.000 15.000
8 屋内処理器接続部の確認 ○ 100台 1.250 1.250

○ 100台 2.500 2.500 機器清掃
○ 100台 1.250 1.250 エアフィルタ清掃
○ 100台 1.250 1.250 ファン清掃
○ 100台 1.250 1.250 機器据付確認

「個別点検」　　１０２　観測装置（雨粒測定装置）（Ｘバンドレーダ局）　　

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

単位 技術者 技術員

1 センサ設置状況の確認 ○ 100台 1.250 1.250
2 センサ出力電圧の確認 ○ 100台 2.500 2.500
3 センサ信号ケーブルの確認 ○ 100台 1.250 1.250
4 処理器（本体）の確認 ○ 100台 2.500 2.500
5 処理器のケーブル確認 ○ 100台 1.250 1.250

○ 100台 1.250 1.250 キーボード動作表示確認
○ 100台 1.250 1.250 ディスプレイ確認

7 動作確認 ○ 100台 15.000 15.000
8 接続部の確認 ○ 100台 1.250 1.250

○ 100台 2.500 2.500 機器清掃
○ 100台 1.250 1.250 エアフィルタ清掃
○ 100台 1 250 1 250 ファン清掃

備　考

6 処理器の確認

点　検　周　期

屋内処理器の確認

点　検　周　期

歩掛（人）

9 機器本体の清掃等

No.

No. 確認事項の概要

歩掛（人）

備　考

確認事項の概要

6

9 機器本体の清掃等

○ 100台 1.250 1.250 ファン清掃
○ 100台 1.250 1.250 機器据付確認

「個別点検」　　１０３　観測装置（気象観測装置）（Ｘバンドレーダ局）　　

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

単位 技術者 技術員

1 電源電圧の確認 ○ 100台 1.250 1.250
2 センサの動作確認 ○ 100台 6.250 6.250 気温風向風速湿度気圧
3 ロガーの動作確認 ○ 100台 6.250 6.250
4 接続部の確認 ○ 100台 1.250 1.250
5 機器本体の清掃等 ○ 100台 2.500 2.500

歩掛（人）

備　考確認事項の概要No.

点　検　周　期
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